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生駒市ごみ減量市民会議萩の台住宅地自治会懇談会 記録（要旨） 

 

１．開催日時 平成２８年１０月６日（木）午後３時～４時３０分 

２．萩の台住宅地自治会館 

３．次第 

Ⅰ．開会 

     ①山下自治会長 挨拶 

     ②ごみ減量市民会議メンバー紹介 

     ③坂本座長 挨拶 

Ⅱ．「燃えるごみ減量に向けて」説明(パワーポイント) 

Ⅲ．懇談 

４．出席者（敬称略） 

【自治会員】 ３６名 

【委員】 坂本 剛伸、藤堂 宏子、山下 博史、田中 勝久、藤尾 庸子、下山 一則、

奥田 髙弘、寺井 孝幸 

【事務局】吉川（環境保全課長）、竹本（環境保全課課長補佐）、大窪（環境モデル都市推

進課課長補佐）、西井（環境保全課事業係長） 

５．懇談会内容（要旨） 

●「燃えるごみ減量に向けて」説明 

 別添資料(パワーポイント)により説明 

●懇談 

ごみの出し方について 

【意見】 

 ・有料化になってからは無料になるものは入れないようになってきている。 

【質問】 

 ［プラスチック製容器包装］ 

Ｑ．汚れたプラスチック製容器包装は、どの程度まで出せるかわからない。 

Ａ．軽く水ですすいで、汚れ、油が残るものは燃えるごみで出してもらうようにお願い

している。マヨネーズ、ジャム、キッチンハイターの容器など、中身を出し切って

いれば洗わなくてもＯＫ。生駒市衛生社で選別しているので、迷うものはプラで出

してもらっても構わない。 

Ｑ．刊行物の薄い袋はプラごみか？ 

Ａ．中身が購入した物ではなく広告など無料で送られてくるようなものは燃えるごみ。 

 

［ミックスペーパー・シュレッダー］ 

Ｑ．小さなものはバラバラで出していいのか？ 

Ａ．構わない。いろいろな種類が混ざっていても良いが、においのきついものは不可。



2 

 

また、ミックスペーパーにごみが混ざっていると収集できない。 

Ｑ．ビニール袋で出していいか？ 

Ａ．ビニール袋でもいいし、いらない紙袋があれば紙袋でもよい。 

Ｑ．新聞に入っている広告の出し方は？ 

Ａ．新聞と一緒に出しても、ミックスペーパーとして出してもどちらでも可。 

Ｑ．シュレッダー紙の出し方は？ 

Ａ．シュレッダー紙だけに分別すれば、透明・半透明の袋に入れて、燃えるごみの集積

所に出せる。集団資源回収で出せるかどうかは業者との契約による。 

 

［その他］ 

Ｑ．集団資源回収に出すことは、市のごみの減量になるか？ 

Ａ．もちろんなる。また、市から補助金を出しているので団体の活動資金にもなる。 

Ｑ．市に出した資源ごみの売却代金はどうなっているか？ 

Ａ．一部、市の収入に入っている。 

 

集積所について 

【意見】 

・資源ごみを集積所まで持っていくのが重い。 

 →ごみ出しが大変という意見はよくあるが、市の収集で戸別収集をするのであれば億

単位での費用が必要になる。今後、高齢化が進むことによって、戸別収集という動

きになっていくかもしれない。 

・近所を頼って貰えばいつでも代わりに運ばせてもらう。住民の助け合いも必要。 

・高齢になっておられる人も多く、玄関に出してもらえばいつでも運ぶと言っている。 

 

生ごみの処理について 

【実践例の紹介】 

※９名が生ごみの自家処理に取り組んでいると挙手された。 

・コンポストを使っているが、生ごみの上に落葉と土を入れ、それを交互にすることで

虫がわかないし、臭いも出ない。 

・電動式は、電気代が掛かるので使うのを止めた。 

・畑で土に混ぜて処理している。 

・街路樹の落葉を集めて堆肥にしている。 

 

【キエーロの紹介】 

・３年間使っている。日のあたらないところに置いているが、３～４週間で消えている。 

キエーロの良いところは臭いがしないこと、生ごみを入れていっても土が増えないこ

と。夏場は虫がわくので動物性のものは入れないようにしている。 
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・駐車場で「ベランダでキエーロ」を使っている。日当たりがいいので２日ほどで消え

ている。透明な波板の蓋が付いているので、雨がかからず土がいつも乾いた状態にな

っており、また一定の温度が保てるため分解が早く進む、虫がわきにくいというメリ

ットがある。底があるので下から虫が入ってこない利点もある。それぞれの特性があ

るのであったものを選ばれると良いと思う。 

・通常のキエーロは 14,000 円ぐらいするが、3/4 補助があるので、自己負担は 3000 円～

4000 円ぐらいになる。使用中の電気代はいらない。 

・500 円の負担で使ってもらえるプランタータイプのキエーロの普及を目指している。現

在ストックがないが、販売できる状況になれば広報等でお知らせする。 

 

関西メタルワークさんへの質問 

Ｑ．ごみ収集で困っていることはあるか? 

Ａ．びん・缶で中身が入ったまま出されるものがあって困っている。 

また、大型ごみについては、可燃ごみ不燃ごみを同じ袋に入れられるような場合が

ある。 

収集したものを 100%資源化することをめざしており、そのためにも正しい出し方に

協力いただきたい。 

 Ｑ．油のびんは洗って出すのか？ 

 Ａ．中身を使い切ってあれば、洗う必要はない。 

 Ｑ．貼ってあるラベルはそのままでいいか？ 

 Ａ．リサイクルの行程ではがせるため、そのままでＯＫ。 

Ｑ．割れたものは新聞紙等で包んで出すと聞いたが、それでいいか？ 

Ａ．そのまま出してもらってもかまわないが、割れていることがわかれば選別時に注意

して作業できるので、わかるように出していただきたい。 

 

 有料化の収入について 

Ｑ．有料化の収益がどのくらいあり、何に使われているのか？ 

Ａ．２７年度、指定袋・処理券の売上は、1億 5693 万円、それに対して作る費用は、4780

万円かかっている。差引約 9,300 万円は、ごみ集積施設整備補助金、生ごみ処理器購入

補助金、集団資源回収補助金、不法投棄パトロール、環境モデル都市推進課が行ってい

る太陽光発電の補助金等に約 8,100 万円支出している。 

 

最後に 

  「これ以上、燃えるごみを減らせないと思うか」という質問に対し、若干名が挙手。 

また、「今日の話を聞いて、まだ何か減らせると思ったか」という質問に対しても、若

干名挙手があった。 

   


